






ニ ュ ー ス

山 臼 一 雄 氏 (名大理 ) 米国 イ 71ノイ大学 より8月末帰国予定

近 藤 浮 氏 (電 試) 米馬ベル研究所 より9月 10日頃帰国予定

岡 崎 城 氏 (東大工) 固体内局在励起に関す る国際会議 に出席

(9月 18-22日 ,カりフォル ニヤ大学)

田 中 昭 二 氏 (東大エ) ‡-Vf族半 導体国一際会議に 出席

(9月占～8日,コ-ネル大学)

久 保 亮 五 氏 (東大理) 7月 12日海外 出張 より帰国

S- d･相互作間の研究会を物性研に提案 中 ,開催 は 10月上旬の予定 ,興 味

ある方は世話人 (阪大埋 三輪 浩 ,名大埋 長 岡洋介 , 物性研 青森昭夫 )まで

連絡 して下 さい｡
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プ レプ リン ト案 内

〔日大理工物理 〕

O =nfiniteSusceptibility-Witholユt Long-Range)Ord.er:the

two-a_imf)nBional harmonic I-solid-H (a.Jancovici)

o O･roup Classification ofMany-Bod_y-=nter-actions.

(C.班.TJincent)

o (‡ravitationaユCollapse ofNeu.tron Stars. (F.Capra)

o On a.PoSsible丑ffQCt OfWeak IntOra.Ction on th(ラ

MoleCILilarLevelStruQture (Ⅴ.A.Onishchuk;inRussian)

o Solution of a KineJCicEロu.ation forHigh 丑nergy-

NeutronB Taking intoAccollnt theAngular Deviation

(quasi-ElasticSc･al二七eringApproximation).

(班.班.Komochkov aha B.S.Sychev ;in Russian)
Z

O -fCxperim∈ultal TherInOmOlecular‡)TeSStlre∋Ratio of He)

J)own LO 0.50K (A.Flr･ed且iand_I.Mod_ena)

o 〔)ryog〔∋nics ProblE3mS ConnE)JCtea with thと)Use ofLarge

Supercond.ucting Solenoid_S

(A.Ci.zeld-ovich and,Ytl.A_Shishov ;in Ru_LTISian)

o A DCThermoreglllator forI｣iq_ui且 Helium TemperalニureS･

(刀.T.L3-rim a rlユd_十

o DoubleMechanical Heat Swi~じCh for Calorime~cry-Below

loK (J . Ancsin and_∫.L.G･.Lamarche)

〔名大 S研〕

o Cone.itionB for bc)lュnd.states in a superCOnd.uetorwith

a皿agnOtic impllrity- (班.Bowler and.a_L/iaki,)

｡ Localized_magnetic imPu.rity states inmetals:some

exper土mental re)1at土onship8
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プ レプ リン ト案内

(班.I)_Day-be'll and･ W.A.S~Cey-ert)

o The sもat)ility-of the)feTrOmagnetic state in the band.

mod.el (D.班.丑d-ward_S)

お 願 い

国内の著者 のプレプ リン トは ,受け と った各大学の研究室の欄 よりも ,む し

ら-指 して渇威 した方が望 ましいと考え ますので ,直接 ｢物性研究 ｣編集部宛

-蔀お送 り下 さいます ようお願 いいた します｡
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掲 示 板

信 州 大 学 理 学 部 物 理 学 教 室

助 教 授 公 募

下記の ように ,当教室の助教授 (~又は講師 )を公暮 します｡

1. 専 攻 分 野 :物 性 理 論

2. 資 格 :博士 の学位を もつか ,近 く取得するみこみの方

5. 提 出 書 類 :履歴書 ,研 究歴 ,業績 リス ト,主要論文の別刷 ,

推薦書 (もしあれば ),希望す るポス ト

4,着 任 時 期 : 1968年 4月 1日

5. 公 募 〆 切 : 1967皐 10月50日

信州大学理学部 は 盲966鑑 4月か ら発足 し ,目下建設途 上ヒあ ります｡あ

る面では未整備で いろいろ不便なこともありますが ,他面建設期の若々しい活

気があるように思えます｡ 新 しい所でひとはた らきしてみ ようとい う意気旺ん

な方の応募を期待 してい ます｡ (当教室の物性理論関係のスタ ッフとしては ,

勝木 澄 ,寺尾 例 がお ります｡その他当教室の事情等についてお知 りにな り

たい方は ,当教室にお申しこし下さい｡ )

宛 先 松本 市県 5丁 目 7- 7

信州大学理学部

物理学教室 勝 木 漫
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編 集 後 記

8月某 日 編集会議 何 もこの暑い日中に開かな くてもと思 っていると ,令

日は清涼飲料が サービスされ るか ら是非 出席せよとい う電話 , 72時 15分 ま

だ昼食をと っていない空腹をおさえて ,しぶ しぶ暑い 日の中を出掛 けてゆく ,

今 日は･･-･････より恐い編集長がベ ビー出産の為お休み ,となると早 くおわ らせ

たいのが人の悟 ,所が まずの難問は ,今 月は投稿原稿は一枚 もあ りませんとい

うこと'研究会戒告が山とあ り ,出版には轟かかないとはいえ ,いささかさび

しい｡ 研究の commu.nicaもion か ら研究の為の commu.nicaもion へ と

雑誌の性格が変 りつつあるらしい.これは物性関係の刊行物がふえ ,研究会が

ひんぽんに行なわれるようにな った今 日では当然の成行か もしれない ,等 々の

意 見が 出て '-応今のままの形を まも IDてみることにする, 次は特集号の計画

各大学 の充実の速度の著 るしい段階では ,も らとどんどん企画をたてるべきだ

ろ う｡ 今迄に北大 ･阪大 ･名大 ･東大教養の審集号を出してもら ったので ,汰

は00大位にお敬いしようか ,○大の 方を先にする方が よい ,○大 と○大の合

同では等 々の話 の由か ら白羽の矢を立て られたのは ,結局○太であ った｡その

領内編集員の方に 丁重なるお麓 いが到着する筈 ,どうか よろ しく

(K_- Tl_)
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